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旧旭川偕行社における筋違壁補強の性能試験 

  

●種別：材料試験［木材・煉瓦・鉄・コンクリート・その他］、重量測定、 

要素試験［接合部・軸組・壁・水平構面（床・天井・小屋組・屋根）・非構造部材・その他］、 

補強性能試験［接合部・軸組・壁・水平構面（床・天井・小屋組・屋根）・非構造部材・その他］ 

 

●基本情報 

文化財名称：旧旭川偕行社 

文化財種別（指定年月日）：重要文化財（平成元年 5月 19 日） 

所在地：北海道旭川市 

所有者（管理団体）：旭川市 

構造形式：木造、建築面積 844.09 ㎡、二階建、鉄板葺 

建築年：明治 35 年（1902） 

事業名称：重要文化財旧旭川偕行社保存修理工事 

事業期間：平成 24年 9月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日 

工事種別：屋根葺替、塗装修理、部分修理、耐震補強 

事業者：旭川市 

設計監理：（公財）文化財建造物保存技術協会 

実験計画者：地方独立行政法人 北海道総合研究機構 林産試験場 耐久・構造グループ 

主査（劣化制御）戸田正彦 

実験機関：地方独立行政法人 北海道総合研究機構 林産試験場 

実験年月日：平成 26 年 6月 16 日～8月 8日 

引用・参考文献： 『重要文化財旧旭川偕行社保存修理工事報告書』（旭川市 平成 29年 3

月） 

 

●実験に至る経緯と目的 

 旧旭川偕行社の主な耐震要素は、壁内に間柱を入れた片筋違である。診断の結果、建物の

地震に対する耐力不足が判明した。耐震補強として既存部材を切断あるいは置換して筋違

を付加する方法なども検討されたが、文化財的価値をできるだけ損なわないように既存部

材を極力傷めない方法として、既存の壁の間柱や筋違を残したまま、新たに交差する筋違材

をぶつ切りで付加し、金物で繋ぐ方法が最有力の案となった。既存の実験データがない補強

方法であるため、その効果を確認する試験を行った。 
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●姿図・寸法 

【使用材料】  

 試験部材の寸法、含水率、比重は以下のとおり。 

 

【試験体寸法】 

３種類の試験体を２体ずつ用意した。 

・試験体 No.１ 幅 1360mm で既存の筋違と追加の筋違を加えた試験体 

・試験体 No.２ 幅 1590mm で既存の筋違と追加の筋違を加えた試験体 

・試験体 No.３ 幅 1360mm で既存の筋違と構造用合板（両面張り）を加えた試験体 

  既存筋違が圧縮筋違として機能するよう加力したものをＡ、その反対をＢとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験体 No.１（単位 mm）         試験体 No.２（単位 mm） 
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       試験体 No.3（単位 mm）            試験体 No.1 

●概要 

 旧旭川偕行社の既存の筋違壁を模した試験体に、補強の筋違または構造用合板を付加し

た試験体を３種類×２体用意し、水平加力試験を行った。 

 

●実験方法 

 「木造軸組工法住宅の許容応力度設計 6.3 鉛直構面及び水平構面の剛性と許容せん断

力を算定するための試験」に従った。正負交番繰り返し加力とし、1/600～1/50 まで８ステ

ップ、各ステップ３回ずつ加力を行い、最後に 1/15rad 以上に達するまで加力した。試験体

の固定はタイロッド式で実施した。 
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●特性値 

 表に示す通り。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 






